
第 65回 関東地区高等学校 PTA連合会大会  埼玉大会 

                              令 和 元 年 7 月 1 3 日 （ 土 ） 

                                  大宮ソニックシティ第 1展示場 

 

第 1分科会 学校教育と PTA 

  「 PTA活動の学校への関わり 」 

                山梨県立都留興譲館高等学校 PTA会長 古谷 昭光 氏 

 

平成 26年 4月に創立された、普通科・英語理数科・機械工学科    

・電子工学科・制御工学科・環境工学科の 6つの科を併せ持つ、 

今年度 6年目の新しいタイプの総合制高校。                                                       

教室棟は平成 26年度末、実習棟は平成 29年 6月に完成。 

都留興譲館高校の校名でもあり校是でもある『興譲』には、 

『他人を思いやる心を持ち、謙虚な気持ちで学業に励み、若人が 

己を向上させ大きく成長することを願う』という意味があるそう。 

この心を大切にし、学習と部活動の両立に努め、心・技・体のバランスのとれた生徒の育成を目指し、教育 

活動を行い、さらに地域にある都留文科大学や健康科大学看護学部、産業技術短期大学校との高大連携を促

進するとともに、地元の小中学校、地域の企業などとの連携をはじめ、地域の方々や海外の高校生との交流

など、様々な形での連携を発展させることにより、地域の核としての役割を確実に果たして行けるよう、教

職員・生徒一丸となって頑張っているそうです。 

 

  ≪感想≫ 

PTA活動について 発表頂いた中で大変興味深かったのは、『通 

 ＊通学時マナーアップ運動 学時マナーアップ運動』山梨県では平成 26 

 ＊強歩大会 年度から生徒たちの「しなやかな心の育成」 

 ＊スクールフードドライブ  を目的として、学校、家庭や地域および関係 

 ＊PTA 研修旅行 機関等と連携・協力した取り組みを展開

                   しているそうです。 

その一環として「さわやかに通学しよう」をキャッチフレーズに、PTA 役員の方々、先生方に、

ご協力頂き、生徒が利用する駅でゴミ拾いや生徒、地域の方々への挨拶運動を県下一斉に行われて

いるそうです。 

県下一斉と言うのが素晴らしいと思いました。やはり高校になるとなかなか難しい活動だと思いま

すが、県全体で取り組む体制。是非、埼玉も取り入れて欲しいと思いました。 

『スクールフードドライブ』 

県内児童生徒の貧困対策の一環、家庭等で遊休品となっている食品を提供して頂き、取りまとめて

福祉施設等に寄付する活動だそうです。それによって貧困問題の解決に役立ったり、食品ロス削減

につながる活動。南稜高校もバザーなどは行いますが、この様な活動があったのかと、とても興味

深く聞かせて頂きました。今後の南稜高校 PTA活動にも取り入れられたなと思いました。 

 

                               中田 由香利 


